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約 65 万以上のたんぱく質間相互作用（PPIs）の約 8 割が、分化・増殖、細胞死、老化等多
様な生体反応を司る細胞内信号伝達系の構築に関わっている。近年、PPs の異常とがんや神
経変性性疾患等の関連が解明され、PPIs はポストゲノム時代の新薬の標的として広く注目さ







た。これまでの研究で、K-Ras の C 末端テトラペプチド配列 CVIM を模倣したペプチドミメティ













成を検討中であり、細胞中の K-Ras 阻害活性と抗腫瘍活性の評価を行う予定である。 
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